
負荷電流2000A！燃料電池用0V入力対応直流電子負荷シス
テム
燃料電池セルの大電流化に伴い、1000A以上の大電流におけるIV特性などの試験が求められる場面が増えてきています。燃料電池セ
ルは発電電圧が低く（約0.6V～0.8V）、電子負荷を用いた試験では、負荷装置の最小動作電圧（約0.7V～1.0V）の影響に
より試験が困難です。そのため、バイアス電源を直列に接続することで負荷装置の最小動作電圧やケーブルの電圧降下分をキャンセルし、
大電流に対応した0V入力対応直流電子負荷システムを構築することが可能です。

テストイメージ

　

特長

19インチラックサイズの一体型で大電流500A～2000A(5kW~20kW)をラインナップ

放電試験に便利なCC+CV、CP+CVモードを標準装備。本モードの外部アナログ制御も可能

直流電源と大容量電子負荷を一体化した0V入力対応直流電子負荷システムの構築可能

関連製品

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/436/
https://www.keisoku.co.jp/pw/app/436/


ハイエンド大容量直流電子負荷「QL-Dシリーズ」
従来品の電子負荷でご好評をいただいたオシロライクなUIと高速電流制御回路方式を採用し、使い勝手と電子負荷の基本性能が深化した
電子負荷装置です。

さらに詳しく

https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/dc-load/quad-e/

